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1 は じ め に

中山間地域等直接支払制度は,平成 12年度から5カ年

の予定で対象集落等へ交付金が支払われる制度であるが ,

制度を活用した集落活動の特徴については個別事例の紹

介にとどまつているものが多い。そこで,岩手県におい
て活動が比較的目立つ集落を抽出し,集落に対する外部
からの評価 と集落代表者等からの開き取り調査をもとに,

集落活動の特徴を類型別に捉えたので報告する。

2 試 験 方 法

(1)調査集落の抽出

岩手県で本制度による活動に取り組む 1,318集落 (平

成 13年度)の 5%に相当する数の 66集落を調査対象と
し,県の出先機関毎に協定数・参加者数・面積等を勘案
して数を配分したうえで,「活動成果が現れてきた集落」

(調査実施要領)を 中心に選定した。
(2)調査集落の類型化

県の出先機関等の担当者が各集落に対して「本制度に

基づく取組みに限定せず,一般的にどのような特徴を有
する集落と思われるかという視点で」12項目について 5

段階で評点を付与し,得 られた評点を主成分分析により

第 1主成分と第 2主成分に集約したうえで,それらの主

成分得点を用いてクラスター分析により集落を 4つの類

型に区分した (統計ソフ ト :SPSS)。

(3)集落活動の調査

集落代表者等からの間き取り調査として,平成 14年 7

月～9月 に,県庁・地方振興局・農業改良普及センター・

農業研究センター等の担当者が分担 し,「交付金の使用

状況」「共同取組活動の重点項目及び活動内容等」等の項

目からなる共通の調査表に準拠 して実施 した。

3 試験結果及び考察

(1)集落の類型 (図 1,表 1)

調査集落に対する評価は,主成分分析により,農業自

体の生産性を示す第 1主成分と,関連する加工・直売・

都市交流等の多様な活動を示す第 2主成分に集約された。

そこで,調査集落は “農業生産"(肝a軸)と “多様性発
揮"(Bb軸 )の 2軸で示す平面上に位置付けられ,さ ら
に,ク ラスター分析により題 型 (12集落)・ Ab型 (H

集落)・ aB型 (30集落)・ ab型 (13集落)の各類型に区

分できた。なお,県表彰事業の受賞集落の位置付けから

みても,こ の類型化は妥当であると推察された。
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(2)類型別の集落活動の特徴 (表 2・ 3)

“農業生産"と “多様性発揮"の両面で先進的な AB
型集落では,「水路の管理J「農道の管理」「農地法面の点

検Jと いつた基本的な農業生産活動に関する項目に加え,

「認定農業者の育成」「堆きゅう肥の施月巴」といつた項目

の締結率が全体より高い。また,実際の活動として,制
度導入後の早い時期から,担い手の定着に関する「認定
農業者の育成」といつた活動も重点的に実施しており,

今後は「機械等の共同購入」「堆きゆう肥の施肥J等の活

動も重点化する見込みである。

“農業生産"に特化して先進的な Ab型集落では,基本

的な農業生産活動に関する項目の他に,「担い手への集

積」「堆きゅう肥の施肥」といつた項目の締結率が高い。

また,実際の活動は,生産性等の向上に関する「機械等
の共同購入」といつた活動や 「堆きゅう肥の施肥」を,

AB型 より早い時期から重点的に実施している。

“多様性発揮"に特化 して先進的な aB型集落は,調査

集落の中では平均的な類型で,全体的な傾向と同じく基
本的な農業生産活動に関する項目について協定を締結 し,

実際の活動としてもこれまで重点的に実施 している。

比較的後進的な ab型集落では,基本的な農業生産活動

に関する項目の他に,「周辺林地の草刈りJの締結率が全

体より高く,かつこれまで重点的に実施 しているのが特
徴である。なお,今後も「水路の管理」「農道の管理」を

継続 して重点的に実施する見込みである。

(3)代表的な集落活動の事例 (表 4)

各類型の地域区分や交付金額等の特徴を考慮のうえ,

代表的な集落活動の事例を表 4に示した。

“農業生産"の面で先進的な AB型のM集落や Ab型の
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I集落は, ともに基盤整備事業の生産組合が基になつて

いることが特徴であり,交付金の金額を共同取組活動に
充て,大型機械の購入や圃場及びその周辺の整備・管理
等を実施 している。このことにより,以前は個別に負担
する予定であつた費用が交付金により軽減され,機械導
入や集団転作等が,よ り計画的に促進されている。
“多様性発揮"の面で先進的な AB型のM集落や aB型
のD集落は,農家以外や自治会も参加・連携 して活動を
行っていることが特徴であり,景観形成や生活環境の整
備等を実施 している。また,水稲以外の作目として, り
んどうの栽培やブルーベリーの導入に取り組むとともに,

都市農村交流の活動も計画されてお り,生産活動以外の
分野を含む集落の維持・活性化が期待されている。

比較的後進的な ab型集落の S集落は,交付金を使い,
主に農道等の草刈 りや耕作放棄地の復旧を共同で実施し

ている。先進地研修や集落内の意向調査も実施または計

画されているが,そ もそも地形的に大規模な基盤整備は
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難 しく,M集落や I集落を目指すのは困難であり,本制
度が終了すれば,再び耕作放棄地が増えるのではないか
ということが懸念されている。

4 ま  と  め

以上の結果から,農業生産や多様性発揮で先進的な類
型の集落では,本制度を既存の基盤整備事業や地域活動
と組み合わせるなどして活用している。一方,調査集落
の中には,そ もそも既存の事業・活動が低調で,本制度
による活動も限定的な集落があるが,おそらく調査対象
外にはこのような集落の方が多いのではないか。

調査現場では,意欲をもつて取り組む 「人」の重要性
を実感できる。支援する側としては,何事もまず “その
気にさせる"こ とが困難かつ重要だと語つたある村の担
当者のように,徹底 して個別の相談に乗ることや,集落
を越えた仲間づくりを取り持つことが必要と思われる。
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